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[主張]　個人の新體制

　わが帝 (てい)國 (こく)は心 (こころ)強 (づよ)く非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)局 (きよく)を乗 (の)り切 (き)り、滿 (まん)蒙 (もう)、支 (し)那 (な)、佛 (ふつ)領 (れう)印 (いん)度 (ど)、泰 (たい)國 (こく)、蘭 (らん)領 (れう)印 (いん)度 (ど)その他 (た)西 (せい)南 (なん)太 (たい)平 (へい)洋 (よう)諸 (しよ)島 (とう)を含 (ふく)めた大 (だい)東 (とう)亞 (あ)共 (けう)榮 (えい)圏 (けん)を完 (くわん)成 (せい)するために新體制 (しんたいせい)を作 (つく)つて居 (を)ります。新體制 (しんたいせい)とは一億 (おく)國 (こく)民 (みん)が一心 (しん)一體 (たい)となつて、高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)を作 (つく)ることであり、高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)とは一億 (おく)の國 (こく)民 (みん)が、銘 (めい)々その職 (しよく)域 (いき)に於 (お)いて兵 (へい)隊 (たい)さんになることであります。新體制 (しんたいせい)に於 (お)いては、農 (のう)夫 (ふ)も漁 (ぎよ)夫 (ふ)も商 (せう)人 (にん)も職 (しょく)工 (こう)も學 (がく)者 (しや)も藝 (げい)術 (じゅつ)家 (か)も、乃至 (ないし)は、家 (か)庭 (てい)における婦 (ふ)人 (じん)までも、今 (いま)までの自由人 (じゆうじん)の態度 (たいど)を棄 (す)てゝ、兵隊 (へいたい)さんになることであります。
　兵 (へい)隊 (たい)さんとは單 (たん)に銃 (じう)を取 (と)つて戰 (せん)線 (せん)に立 (た)つ勇 (ゆう)士 (し)ばかりではありませぬ。高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)に於 (お)いては、あらゆる職 (しよく)場 (ば)が戰 (せん)線 (せん)であります。商 (しよう)人 (にん)も農 (のう)夫 (ふ)も、兵 (へい)隊 (たい)さんのやうに、國 (こく)家 (か)の命 (めい)令 (れい)に絶 (ぜつ)對 (たい)に服 (ふく)從 (じう)する態 (たい)度 (ど)を取 (と)り、宛 (あて)がはれたる衣 (い)服 (ふく)や食 (しよく)料 (れう)に滿 (まん)足 (ぞく)し、宛 (あて)がはれたる職務 (しよくむ)に、生命 (せいめい)を捧 (ささ)げることであります。今 (いま)までは、戰 (せん)線 (せん)に立 (た)つ將 (しよう)兵 (へい)を除 (のぞ)いては、われわれ國 (こく)民 (みん)は任 (にん)意 (い)に銃 (じう)後 (ご)の奉 (ほう)公 (こう)をするといふ立前 (たてまへ)であつたが、これからは、われわれ自 (じ)身 (しん)、一線 (せん)の将 (しよう)兵 (へい)と同 (おな)じく、命 (めい)令 (れい)系 (けい)統 (とう)の下 (した)に立 (た)つのであります。もはやわれわれには些 (いささ)かの我 (わが)儘 (まま)も許 (ゆる)されませぬ。不 (ふ)平 (へい)も云 (いゝ)譯 (わけ)も通 (とほ)りませぬ。只 (ただ)默 (もく)々と上 (うえ)から來 (く)る命 (めい)令 (れい)に服 (ふく)從 (じう)しなければなりませぬ。麥 (むぎ)飯 (めし)を食 (く)へと命令 (めいれい)されたなら『はい』、贅 (ぜい)澤 (たく)をしてはならないと命令 (めいれい)されたら『はい』、こんなものは作 (つく)つては可 (い)けない、使 (つか)つても可 (い)けないと命令 (めいれい)されたら『はい』、こんな商賣 (せうばい)は止 (や)めろと命 (めい)令 (れい)されたら『はい』、かやうに、すべてを『はい、はい』で行 (い)くのが新 (しん)體 (たい)制 (せい)であります。批 (ひ)評 (ひよう)的 (てき)態 (たい)度 (ど)をも許 (ゆる)されぬのであります。
　しかしわれわれはこの服 (ふく)從 (じう)を喜 (よろこ)びとし、光 (くわう)榮 (えい)としなければなりませぬ。何故 (なぜ)なれば、これは皆 (みな)、わが國 (くに)のためであり、われわれの子孫 (しそん)の永遠 (えいえん)の幸福 (こうふく)のためであるからであります。かゝる高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)的 (てき)新 (しん)體 (たい)制 (せい)なくしては、今帝國 (いまていこく)が目的 (もくてき)として進 (すす)みつゝある東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の聖 (せい)業 (げう)は成 (な)し遂 (と)げられぬからであります。
　だからわれわれは各 (かく)自 (じ)きつい反 (はん)省 (せい)によつて自己 (じこ)の新體制 (しんたいせい)を作 (つく)らねばなりませぬ。まづ自 (じ)分 (ぶん)一個 (こ)人 (じん)の生 (せい)活 (くわつ)から叩 (たた)き直 (なお)しませう。六時 (じ)の『起 (お)きろ』のサイレンに必 (かなら)ず起 (お)きませう。七時 (じ)の宮 (きゆう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)のサイレンには必 (かなら)ず宮 (きゆう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)を致 (いた)しませう。正 (しよう)午 (ご)の默 (もく)禱 (とう)のサイレンに必 (かなら)ず默 (もく)禱 (とう)をしませう。その他 (た)愛 (あい)國 (こく)班 (はん)長 (ちやう)を通 (とほ)して來 (く)るすべての命 (めい)令 (れい)に喜 (よろこ)んで服 (ふく)從 (じう)しませう。そして從 (じう)來 (らい)の自 (じ)分 (ぶん)の職 (しよく)業 (げう)を一旦 (たん)御 (お)國 (くに)に奉 (ほう)還 (かん)し、自 (じ)分 (ぶん)は新 (あら)たに、その職 (しよく)を任 (まか)せられた心 (こころ)構 (かま)へで精 (せい)出 (だ)して働 (はたら)きませう。今 (いま)ではその働 (はたら)きはわれわれ自 (じ)身 (しん)のためではなく、御 (お)國 (くに)のためなのであります。商 (せう)賣 (ばい)をするのは金 (かね)を儲 (もう)けるためではなく、御 (お)國 (くに)を助 (たす)けるためであります。一言 (げん)にして云 (い)へば、われわれは今 (いま)や兵隊 (へいたい)なのであります。利 (り)潤 (じゆん)經 (けい)濟 (ざい)時 (じ)代 (だい)はもう日 (につ)本 (ぽん)から姿 (すがた)を消 (け)します。これから職 (しよく)域 (いき)奉 (ほう)公 (こう)の時 (じ)代 (だい)であります[。]兵隊 (へいたい)さんの如 (ごと)く、または家 (か)族 (ぞく)の一員 (ゐん)の如 (ごと)く利 (り)潤 (じゆん)を度 (ど)外 (がい)視 (し)して働 (はたら)くのであります。
　從來 (じうらい)のわがまゝの生 (せい)活 (くわつ)、利 (り)潤 (じゆん)のための生 (せい)活 (くわつ)から、奉公 (ほうこう)の生 (せい)活 (くわつ)、服從 (ふくじう)の生 (せい)活 (くわつ)に入 (はい)るには覺 (かく)悟 (ご)と努 (ど)力 (りよく)が必 (ひつ)要 (よう)でありますが、しかし、今 (いま)やこれは單 (たん)に道徳的 (どうとくてき)な任意的 (にんいてき)なものではなくして、いやでも應 (おう)でも、さうならざるを得 (え)なくなるのであります。強制的 (けうせいてき)にさうなるのであります。唯 (たゞ)この場 (ば)合 (あい)自 (じ)覺 (かく)して自 (じ)發 (はつ)的 (てき)にやるものには自 (じ)由 (ゆう)の喜 (よろこ)びと國 (こく)民 (みん)としての矜 (ぎん)持 (じ)があり、然 (しか)らざるものには奴 (ど)隷 (れい)的 (てき)な苦 (く)痛 (つう)と共 (とも)に恥 (はぢ)があるべきであります。

